
べて長方形になるという特徴がある。一方，主軸方向に注目すると，第135 図に示したように， 1期はバラ

ツキが認められるが， II 期.rn 期にはほぼ 2方向に統ーされ， N -60 0 - W とN -30 0 一E 付近に集中する oN

期においても，前期の西に主軸が振れる一群を踏襲している。炉にも特徴がみられ，縁辺に打ち欠いた土

器片を立て並べている例が8 軒で確認される。時期別には， 1期に 2軒， II 期に 3軒，皿期 'N 期に各 1

軒である。

このようにみていくと，大型住居と中型・小型住居に階層差があるとすれば，集落成立当初からこの差

が存在し，集落が本格化する E期以降，主軸方向にも規制が生じながら，最終段階の W 期まで継承されて

いる。ちなみに，後節で検討する墨書土器を出土した竪穴住居は中型である。

第 4 節墨書土器とその背景

本遺跡から出土した古墳時代前期の墨書土器は，県内では初の例であり，全国的にも類例の少ない資料

である。ここでは，墨書土器の様相とその背景について考えてみる。

出土状況

集落区分の B 群のほぼ中央に位置する SI027 竪穴住居跡より墨書土器が 1 点確認され，床面北東側に位

置する炉の北側に接するように床面直上から出土している。覆土中に後世の撹乱がなく，他の供伴土器も

ほとんど床面直上からの出土であることを考えると，明らかに本住居の廃絶段階に存在していたものであ

り，後世の混入は想定できない。

土器と年代

墨書が書かれた土器は，口唇部が若干摘み上げられるいわゆる無頚壷で，小型品である。胴部中央に最

大径を有し，底部を欠損しているが，小さな平底を呈するものであろう。内面に輪積み痕が残る。口唇部

が三角形状に尖っているが，若干欠損するものの使用による摩耗はほとんどみられず，日常的に使われた

ものではないと思われる。また，胎士を観察すると，他の小型査などと同様であり，他地域から持ち込ま

れたのではなく，在地産であることは明白である。古墳時代前期のこのようなタイプの小型壷はあまりみ

られないものであるため，本資料のみで年代を想定することは困難で、あるが，供伴する元屋敷形高杯や北

陸系装飾器台の年代観から，宮尻E 期段階に相当すると考えられる。

文字

墨書は，無頚壷の口唇部に接するようにやや斜位に書かれている。また，筆が口唇部の上端に当たった

ためか，内面にも墨が付着している。近年出土例が増えてきている弥生時代から古墳時代前期の墨書土器

に関しては，文字であるのか，あるいは墨や筆を使って書かれたものであるのか大きな問題である。本例

における墨や筆の使用に関しては，墨の分析が現状では非常に困難であるため科学的根拠は呈示できない

が，赤外線撮影によって明瞭に浮かび上がってきたことから，墨の可能性が高いと思われる。また，巻頭

図版や第139 図をみても明らかなように，起筆と終筆が明瞭である。詳細にみると，筆の毛先の割れや筆先

が揃っていないためか， 1画目の終筆部分がかなり細く延びている。このような状況から，本例は筆を使

用して書かれたことが明らかである。古墳時代前期の筆は国内では認められないが，朝鮮半島南部の慶尚

南道義昌郡に所在する茶戸里 1号墓川から出土している。木棺墓の墓坑底に設けられた小坑の竹龍の中か

ら，木製の軸に黒漆が塗られた筆が 5 本検出されている。現在見るような筆とは異なり，両端が筆先とな

るいわゆる両頭の筆である。この墓の年代は紀元前 1世紀代とされ，この頃には既に朝鮮半島南部で文字
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が使用されていたことを示している。この筆のもつ意味は，弥生時代から古墳時代前期の墨書土器を理解

する上で、重要な鍵を握っており，研究者によって度々紹介されている。本遺跡でも同様のことが考えられ，

その点については，背景の中で若干触れてみたい。

文字の釈文については，いくつかの解釈が考えられる。候補としては，第138 図に示したように， i久J. 

「父」・「文」の 3種があげられる。古墳時代前期の同様の文字が認められないため，他例と比較すること

はできないが，ここでは， r書道大字典j をもとに考えてみる。第139 図の① ・② ・③の字形はきわめて類

似する。本例と比較すると，いずれとも読むことが可能であるが，あえて違いをあげるならば， i父」は 1

画目と 2 画目の頭が水平位置にあり， i久」・「文」は l 画目が高く， 2 画目が低くなる。出土文字資料とし

ては， 9世紀代の資料であるが，茨城県ひたちなか市武田西塙遺跡11 )から出土した墨書土器「久保」の「久」

をみると，字形的にも本遺跡の墨書土器ときわめて似ている。この書き方は古代では一般的にみられる。

以上のような点を総合的に判断すると，現時点では「久」あるいは「文」と読むことがより妥当と考えら

れる。

文字出現の背景

古墳時代前期の流山地域に文字資料が存在していたことに関しては，どのよつな背景で集落が成立した

のかを考えることが重要である。まず本遺跡、の成立時期を考えてみる。前節で呈示したように，弥生時代

の集落がなく， 3世紀中頃に突知大きな集落が形成される点が大きな特徴である。本遺跡周辺の遺跡、を概

観してみても，古墳時代になって集落が開始する遺跡が多く，弥生時代の集落はほとんどない状況である。

このことから，本遺跡のような大規模集落が出現する背景には，他地域からの集団の移植を考えることが

より妥当と思われる。その根拠として，本遺跡から出土した外来系土器の存在があげられる。地域ごとに

みると，東海を中心に，北陸 ・畿内・駿河の影響がみられる。東海系としては，定着した元屋敷系の大形

高杯，数量的には少なく客体的な存在の S 字費などがある。北陸系土器は装飾器台に限定して 2 点，畿内

「久」 「父」 「文」

ぇム|うし|
川川川i川h

えjムFiAムム~仁仁AよよI 
2 

しRT i1;riUli; 込 I
忠義常軌 P 一，_-11 べ、.・ h 止淵

v_ 二~.1IrJノ

プ - • ，t 林涼 一 、-
Jt 明，義卜持 i来日 IjI， l; ア_..

第139 図釈文候補文字
(書 道大字典1995 より転載)

系は布留聾 1 点，駿河系土器は大廓式の壷 1 点である。

千葉県内における北陸系土器の出土遺跡分布をみると，

東京湾東岸，手賀沼西岸から江戸川東岸及び茂原地域

に集中する。本遺跡周辺では，柏市戸張作遺跡で類例

が認められる。北陸系土器の千葉県への流入経路につ

いては，比国井氏によりすでに指摘され1ペ 北陸系土

器は北陸から近江 ・東海西部を経由して太平洋岸沿い

に東京湾に入ってくるルートが想定されている。同氏

第140 図 ひたちなか市武田西塙遺跡墨書土器

- 155 -



は，東海系の S 字口縁査も東海西部から太平洋岸沿いに東に向かい，東京湾に入ってくるとされている。

このことから考えると，本遺跡、を含む東京湾岸に西からの土器が流入してくる西の拠点として，東海西部

を含めた伊勢湾周辺が考えられよう。ただ，伊勢湾周辺から直接江戸川を遡って流山の地に入ってきたか

どうかは判断できない。むしろ，東海系・北陸系土器を多量に出土している市原市国分寺台周辺が第 1次

波及期の拠点となり， 2次波及の段階で東京湾を奥に進んで、いったと考える方が妥当と思われる。

一方，文字が書かれた土器が在地産であることも重要である。他地域で書かれた土器が入ってきたので

はなく，在地の土器に筆を使って文字を書いたことは明らかであり， 3世紀後期の本集落内に文房具を有

し，文字を理解していた人物が存在していたことを示している。現在までに弥生時代から古墳時代前期の

文字資料を出土した遺跡を全国的にみてみると，伊勢湾周辺に 6 遺跡が集中していることがわかる。他に

は，熊本 ・福岡・石川 ・滋賀 ・長野県に各 1遺跡，そして本遺跡の千葉県 1遺跡の合計12 遺跡， 16 例であ

る。墨書土器だけに限定すると，伊勢湾周辺の愛知県で 2遺跡， 三重県で 3 遺跡，石川県で l遺跡と本遺

跡の， 合計 7遺跡， 12 例となり，地域的にさらに限定される。その分布をみると，先述した北陸系・東海

系土器の伝播ルートと合致してくる。また，文字として理解されるのは， 三重県貝蔵遺跡 ・片部遺跡の

「田」と本遺跡の「久」のみである。

以上のように，地域的に限定されながらも，各地で墨書土器の存在が確認され，今後も増加することが

予想されるが，果たして，土器に文字を書くために墨や筆などの文房具を所有しているのであろうか。当

時の状況を考えれば，本来は別の目的があったことを想定しなければならない。その解明には，先述した

朝鮮半島南部に位置する茶戸里 1号墓の存在が重要で、ある。紀元前 1世紀頃の墳墓から柄の両端に筆毛の

ある筆や重さを量る分銅と思われる銅環，削万としての機能を有する万子などが出土しており，平川氏は，

「銅環はおそらく交易に際して使われたものと思われるJ13) としている。律令期の荷札木簡に使用される筆

や万子を考えれば，当墳墓の被葬者は，交易に携わった人物であると考えられる。

朝鮮半島系の文物が千葉県内のいくつかの遺跡でみられる。日高氏は，松戸市行人台遺跡から出土した

朝鮮半島産と考えられる鋳造鉄斧と多孔式甑を例にとり，太平洋沿岸地域の海上交通によって，東京湾沿

岸地域から河川交通によって内陸部へ運ばれたのではないかとしている叫。また，田中氏も，朝鮮半島系

の鉄素材の流入経路として，東京湾岸及びその河川沿いを指摘しているヘ一方， 三重県の津市から安濃

町にかけて，伽那地域に近い石室構造を有する 5~6 世紀の朝鮮半島系の古墳が密集して築造される。 滋

賀県大津市でも大陸系の古墳が地域を限定して多数存在する。水野氏は，前者の伊勢周辺の例から， I朝鮮

半島南端の人たち一伽那の人たちがこの伊勢津周辺に住みついている」とし，また， I安濃津」は，朝廷に

とって関東との往来に際して最も重要な港であり ，港湾管理のために朝廷から，文字を知るおそらく渡来

系の人々が派遣されたのであろうとしているヘ 先述した北陸系や東海系土器の伝播ルートをあわせて考

えると，房総に朝鮮半島系の文物が流入してくる拠点として伊勢湾西岸地域，特に伊勢 ・安濃周辺が想定

されてくる。宮尻遺跡が本格化する E期以降，移住してきた集団の中に文字を理解する渡来系の人物が含

まれていたとしても不思議ではなかろう。ただ，伊勢湾周辺から直接入植してきたかどうかは判断する材

料を持たない。北陸系土器の第 1次波及期の拠点と思われる市原市国分寺台周辺が大き な鍵を握っている

のではなかろうか。
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遺跡 遺物
遺跡名 所在地 出土遺構 器種 種目'1 点数 文字等の内容 時期

番号 番号

1・2 鹿乗川流域遺跡群 愛知県安城市 自然流路 蛮 墨書 2 不明 2世紀中葉

2 3・4 千回遺跡 石川県金沢市 大溝・包含届聾 墨書 2 不明 2世紀中葉

3 5 1)11 原遺跡 愛知県豊田市 包吉層 高杯 聖書 l不明 2世紀頃

4 6-9 貝蔵遺跡 ニ重県一志郡嬉野町 水路堰跡 壷・高杯 墜事 511回J他人面・記号 2世紀末-3 世紀前半

5 17 市野谷宮尻遺跡 千葉県流山市 竪穴住居跡 無頭登 墨書 111 久』または「文」・「父j 3世紀後半

6 10 柳町遺跡 熊本県玉名市 井戸跡 木製鎧留め具 墨書 11 I回J他不明4文字 4世紀初頭

7 11 片部遺跡 二重県一志郡婦野町 ホ路跡 壷 墨書 11I回Jまたは「虫J 4世紀前半

8 12 械之越遺跡 二重県上野市比土 大構田届 高杯 壁書 i 記号。 4世紀前半

9 13 大減遺跡 二重県安芸郡安濃町 竪穴住居跡 高杯 線刻 11 I奉」 2世紀中葉

10 14 ニ雲遺跡 福岡県前原市 1揖 聾 線刻 11 1寛(鋭 )J 3世紀中葉

11 15 大成主遺跡 滋賀県長棋市 祭配遺構 墾 刻書 llfトJ 3世紀中葉

12 16 根塚遺跡 長野県下高井郡木島平村 古境墳丘 蓋 線刻 11 I大J 3世紀後半

(TY 
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